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審査要旨 
 本論文は、映画史記述において、初期映画から古典的映画に移り変わる境目の時期として、移行期として
捉えられる 1910 年代に、当時のヨーロッパの主要映画製作国、フランス、ドイツ、ロシア、イタリア、および日本
において、いかなる映画形式が存在したかを解明している。映画形式の変化が独自に展開するアメリカ映画
に関する考察は、意図的に本論文からは外されている。論の構成は、序論に続き、本論は三部構成、全八章
からなる。 
 第一部「1910 年代の国際化現象」は二つの章からなる。第一章では 1909 年にイタリアのミラノで行われた世
界映画コンクールを取り上げ、世界各国の映画がコンクールという場に出品された出来事から、この頃から各
国の映画におけるナショナルな映画形式が形成され始めたと推論する。だが、この時期においてもなお、初期
映画の特徴でもあるインターナショナルな映画形式は依然として存在し、むしろ増長すらされていることが明ら
かとされる。続く第二章では大正初期の日本映画が取り上げられる。歌舞伎や講談などの伝統芸能からの強
い影響下にあった当時の日本映画が、同時期に日本公開されたヨーロッパ映画とどのように関係し、また具体
的にどのような影響を受けたのかを、フランス、イタリア、ドイツの映画と日本映画を対峙させることによって考
察している。こうした比較の方法は、日本映画を通して 1910 年代のヨーロッパ映画の特徴を捉えるという可能
性をも提示している。 
 第二部「監督編：映画作家の登場－1910 年代のスタイリストたち－」は三つの章からなる。第二部は表題に
明らかなように、1910 年代に活躍した個性的な映画監督を取り上げる作家論になっている。第三章はフランス
の監督アルベール・カペラニを取り上げる。カペラニはすでに初期映画の時期から多数の作品を演出してい
たフランス映画におけるパイオニア的存在の監督であるが、1910 年代の移行期においても彼は非常に重要な
役割を演じていることが論じられる。カペラニは様々なジャンルの映画を演出したが、ここではとりわけ現代劇
における彼の演出に注目される。カペラニ作品にみられる移動撮影やカッティングによるサスペンスの盛り上
げかたには、一見、アメリカのグリフィス映画にありそうな手法が発見できそうではあるが、アンサンブル・アクテ
ィングとタブロー形式の使用によって、カペラニ独自のスタイルが形成されていた。1910 年代の後半に渡米し
たカペラニだが、アメリカではそのオリジナルなスタイルが急速に衰えてしまうことが論じられる。第四章で取り
上げられるのは、ドイツのマックス・マックである。マックはヴィルヘルム期のドイツ映画において、最初の作家
映画を監督した人物として知られている。この章ではドイツで起こったモノポール・システムという独自の映画
配給方法が長編映画の製作を促進し、さらにドイツにおいても外国映画からの刺激が映画を高級化する試み
でもある作家映画の誕生を促したという経緯が説明され、最初の作家映画である「他者」を演出したマックス・
マックの果たした意義と、彼の作品の個性的な特徴が述べられる。ドイツにおいては演劇と映画の関係が強調
されている一方で、第五章においてはロシア映画の美的な特徴が、演劇における舞台の視覚的効果や舞台
装置など、主として美術的側面から捉えられている。ここで論じられるのは、極めて耽美的な傾向をもつエヴゲ
ーニィ・バウエルの作品である。バウエルは固定されたロング・テイクにおけるフレームの内部で映像を操る。こ
れをフレーミングという用語によって、コンティニュイティー・エディティングに対するオルタナティヴとして取り扱
い、バウエルをこの時期にステージングを重んずる代表的な監督と見做している。フレームの内部での演出
は、必然的に映像の絵画的側面を強調するものとなり、バウエルは絵画的なセノグラフィーを映画に導入する 
 
ことで、映画のスペクタキュラーなパースペクティヴを実現させたと論じている。 
 第三部「演技編」は、1910 年代の映画の形式を俳優の演技という側面から分析している。その分析のために三つ
の章が充てられている。第六章では日本映画における俳優の演技が考察の対象となる。劇映画が同時代の新派か
らあらゆる要素を借用していた日本映画においては、女性の役は女形によって演じられていた。歌舞伎や新派のよ
うな舞台ではなく、映像においても女形を採用するという日本映画のこの特異な原則において女形が女性性をどの
ように表現し得たのかという問いに始まり、新派映画においてとりわけ重要な女性の存在がこの時代にどのようなも
のとして求められていたのかが考察される。また、1910 年代の終わり頃から、日本映画においても僅かながら女優
が使用され始めるが、こうした現象を見ることによって、ヨーロッパ映画とは異なった日本映画の歴史的変容の過程
が描写されている。第七章は舞台女優とは異なる映画女優の概念を決定的に作り上げたアスタ・ニールセンについ
て語られる。コメディーから悲劇まで、あらゆるジャンルの映画で自在なる変装を遂げたアスタ・ニールセンが、1910
年代の映画において俳優の芸術的意味を決定づけたことが解明されている。第八章は 1910 年代の映画に固有
な、特異な演技コードを分析するために、フランスの喜劇俳優アンドレ・デードと、イタリアのディーヴァ女優に関し
て、主として身体が織りなす身振り言語の観点からの分析が試みられている。 
 本論文は考察の対象とされた各国の、膨大に残されている 1910 年代の一次資料を丹念に読み解き、また近年各
国の映画アーカイヴで復元されている 1910 年代の映画を数多く実際に見て、対象とされた地域と時代の映画の問
題を抽出し、整理し、ナショナルな形式、作家論、演技論等、伝統的な映画史研究の主題をその中で考察したもの
である。1910 年代の映画史を各国横断的に捉えるというこの試みは、非常に独創性に富み、現代の映画史学にお
いて独自の地位を占めるものであることは間違いない。ただ、扱う領域が極めて広く、議論が深まらなかった部分が
あることも事実である。また、理論的精密さが不足しているという指摘もあった。しかし、この論文が 1910 年代の映画
という、捉える事が極めて難しい対象を、かなり明確化し、議論すべき対象を浮き彫りにしたことは確かであり、審査
員全員が、その学術的意義の大きさを認めた。よって、この論文を本学博士（文学）の学位を授与するにふさわしい
ものと認定する。 
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